
           「教室 外活 動」授業報告

     ―信州 大学留学生センター 研修コー ス第8期 において―

               青 柳に し紀 

1.は じめに

 信州大学留学生センター研修 コース第8期(2003年 前期)に おいて、筆者が佐

藤友則同セ ンター助教授のご指導の もとに担当 した 「教室外活動」の授業報告を

行いたい。この 「教室外活動」は研修 コース第5期(2001年 後期)か ら第7期(2002

年後期)ま で行われた授業 「プロジェク トワーク」を第8期 か ら改称 した もので

ある。学習者が教室外で実際に使われてい る日本語 と自発的、 自主的に接す るこ

とで、 日本語の正確 さだけでなく、 日本語のなめらか さを体得す ることを目的 と

す る。本報告は運営者 の立場からその方法、実践、問題 点の指摘、反省 を記すこ

とで、今後 「教室外活動」の ような、プロジェク トワークに核 を置いた授業 の運

営方法確立のための一助 を目指 している。

藷.プ 圃ジ認ク トワークとは

 プロジェク トワークは本来、田中(1988)が 述べ るよ うに 「学習者が 自分たち

で話 し合 って計画 をたて、実際に教室の外で 日本語 を使 って(中 略)作 業を行い、

作業 の結果をもちよって一つの製作品にま とめる学習活動 である。その際、「話

す」 「書 く」 「聞 く」 「読む」の4技 能を総合的に使 って生の 日本語に接す るため、

「形 の正確 さ」だけでな く 「意味のや りとりのなめらか さ」を体得できることに

この活動の特徴がある、 と田中(1988)は してい る。学習者の自主的立案 と行動

を主体 として、自然な形で 日本語の4技 能を修得 していく総合的な教育活動 とい

えよう。

 プ ロジェク トワー クのよ うに、ある1つ の目的のもとに4技 能を総合 させて学

習 してい くことが この授業の本来の姿といえるが、教育 をとりま く諸事情、わけ

ても研修 コース全体のカ リキュラムやチームティーチングなどによ りすっき りし

た形で授業 を行 うことにはなかなか難 しい ものが ある。本授業で も個々の 日程を

見るとプ ロジェク トワーク とい うまでには至らず、体験学習、 ビジターセ ッショ

1信 州大学留学生センター非常勤講師。専門は日本語教育学。
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ン、作文の段階で終わっていることもある。 しか し、第8期 「教室外活動」の全

貌を眺めた とき、生の 日本語 に触れ なが ら4技 能を総合的に使い、 日本語のなめ

らか さを体得す るとい う最小限の目的を果た している点では、 田中が述べ るプロ

ジェク トワーク と変わ りはない。

3.研 簿 畿一ス と授業の概要

 信州大学留学生センター研修 コースは1999年 後期(10月)に 始まった。A(初

級)・B(中 級)の2ク ラスか ら成 り立つ 日本語学習 コースである。午前2コ マ主

教材の授業を行い、午後は主教材 を補 う補助授業を曜 日により1コ マない し2コ

マ行っている。本報告対象の第8期 の研修 コースも従来の方式に従い、Aク ラス

午前は 『みんなの 日本語IH』 を主教材 として 「文法 ・会話」、午後は月曜 「漢字」、

火曜 「発音 ・聴解」、水曜 「漢字」、木曜 「発音 ・聴解」、金曜 「教室外活動」の各

分野 を学習。また、Bク ラスは午前 『みんなの 日本語H』 『Situational Functional

Japanese』 の復習か ら始め、『トピックによる日本語総合演習 中級前期』『テー

マ別 中級か ら学ぶ 日本語』『表現文型500』 などを併用 して 「文法 ・会話」、午

後は、月曜 「作文」、火曜 「発音 ・聴解」、水曜 「漢字」、木曜 「読解」、金曜 「教

室外活動」を学習 した。

 Aク ラス、Bク ラスとも金曜午後の3・4コ マが本授業に該当する。 以下、本授

業の概要 を 「受講者 」、「授業 日程」、「教育実習生の受け入れ」の3点 か ら述べ る。

3.1 愛講者

 本授業はA、B両 クラスが合同で行った。日本語 レベルが異なった学習者を一緒

に受講 させ ることで、学習者が互いに協力 し合い、 より自律的な学習ができる環

境 を整えるためである。一方で、各学習者の 日本語 レベルが異なることはす なわ

ち各学習者のニーズもまた多様であることを示 し、教師にはそれ らに応 じた柔軟

な対応が求 められ る、 とい う難 しい課題 も残った。

 受講者 は以下の とお りである。

 Aク ラス(4名)

  学習者a(医 学研究科放射線科専攻、中国、女性)

  学習者b (医学研究科脈管病態科専攻、中国、女性)

  学習者c(工 学系研究科工学 ・機械システム工学専攻、ベ ラルーシ、男性)

  学習者d(山 梨大学工学研究科 自然機能開発専攻、ネパール、男性)
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 Bク ラス(3名 〉

   学習者e(人 文科 学研 究科文化 コミュニケー シ ョン学科専攻、ルーマニア、女

    性)

   学習者f(医 学研究科小児科学専攻、中国、女性)

   学習者g(人 文学部短期留学生、 ドイ ツ、女性)

3.畿 授 業 闘程

本授 業 は以 下 の 目程 で行 った。

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

先 述 の とお り、この 日程 に は総合的 なプ ロジ ェク トワー ク とい うよ りは、① 「日

                      38



本文化 を知 る」「バス に乗ってみる」な どの体験学習、②活動の感想を 日本語でま

とめる作文、③セ ンター外か ら日本人を招いて話をする機会を設 けるビジターセ

ッション、な ど単体 の活動 も組み込まれている。

 本授業はもともとプロジェク トワークとい う総合的な活動を行 う授業であった

のに、なぜ単体の活動が組み込まれ るよ うになったか。その理由は主に2つ ある。

まず、「プロジェク トワーク」を始めた当初は教室内活動を中心 としたカ リキュラ

ムであったため、学習者 には閉塞感を感 じている様子が見受けられた。 この 「息

抜き」として、とくに教室外 の活動に重点を置く結果 となったこと。もう一つは、

研修 コースが学習者 のニーズや学習適性 などを考慮 して作 られ る性格 のものであ

るために、授業 内容 を画一的に組み立て られない ことである。た とえば、第8期

Aク ラスの場合、「作文」が他のコマに組み込めない状況にあり、それ を補 う時間

として 「教室外活動」が代用 され、4技 能の うち 「書 く」ことを強調す る時間が

出てきたのである。

 この 日程 の特色は、通常は別々の教室で授業を受けている学習者が一緒に受講

することか ら、学習者同士が 自然に面識、交流 を深 めるように作 られていたこと

である。ゆえに、 日程前半の体験学習や ビジターセ ッシ ョンが機能 し、後半のプ

ロジェク トワークでは学習者が協力 し合い、自主的に活動を進 められる態勢が築

かれたのである。

3.3 教育婁習生の畳 け入れ

 本授業では 日本人教育実習生の見学、参加 を認 めた。信州大学人文学部 日本語

教育学専攻4年 生3名 の うち、1名 はコース始めか ら終わ りまですべての授業に

参加、見学、また実際の指導に加わった。残 り2名 は 「松本街歩き」の活動 にの

み、準備 を含 めて参加 した。

 学習者が教育実習生 とい う教師 とは異なる生の 日本人 と接触す る機会を得 られ

たこと、学習者 と日本人学生 とが交流する場面で教育実習生が互いの連結パイプ

の役 目を果た して くれたことか ら、教室の雰囲気 もよくな り、運営者 にとって非

常にスムーズに授業 を進め ることができた。

 教育実習生の立場か らすれば、 コース開始か ら終了までの 「教室外活動」の流

れが見 られた とい う利点はあった ものの、机から離れた活動が中心であったため、

「文法 ・会話」 といった教室内の授業方法を学ぶ機会が乏しかった り、チームテ

ィーチ ングの影響で実際 に独 りで教壇に立つ機会が少なかった りす るなど、教育

実習本来の体験ができなか ったマイナス点がある。指導が十分に行 き届かなかっ

たのではないかと反省 され る。教育実習生が独創性豊かで熱心な学生たちであっ

たゆえに、惜 しまれ る。
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4.翼 施 報 告

 本 授業 の 実施 につ い ては、 すで に門脇(2004)が9つ の活動 と して整 理 し、発

表 してい る。本 報告 もその発 表 に したがって行 うが 、主 に授業 で実施 した内容2と

学習 者 の様 子 、反省 点 を運 営者 の立場 か ら述 べ たい。

4.1 麗 い物 参ス ク

4.1.1 異施 内 容

 大学構 内 でカ タカ ナ と漢 字 の こ とば を探 し、 コン ピュー タに入力。 さらに各 自

の タス ク と して与 え られ た品物 を実 際 に購入 させ た。 フ ィー ドバ ック としては教

室 に集 合 した時点 で探 して きた こ とば をカ タカナ と漢字 で板書 し、意 味 な どを確

認 した。

 Aク ラスの ほ とん どがゼ ロ学習者 で、Bク ラス学 習者 との レベ ル差 が歴 然 と して

い たた め、各 クラス に与 え るタス クには でき るだけの難 易差 をつ け るこ とを考慮

した。 具 体 的に はAク ラス学習者 には 「ボールペ ン」や 「ボ ックステ ィ ッシュ」

な どカ タカ ナ語 で表 され る品物 の購入 を指 示、Bク ラス学習者 には在 庫 が ない本

の注 文や コンサー トチ ケ ッ トの予約 を指示 した。 た だ し、Bク ラスの学 習者 で あ

っ て も、国籍 によっ て はカ タカナや漢 字 の書き取 りは苦手 な場 合 があ る と考 え ら

れ た こ とか ら、 カ タカナ探 しの作業 は全員 一緒 に行 わせ た。 これ には コン ピュー

タの 日本語 入 力 に慣 れ させ る 目的 もあ った。

4.1.豊 学 習奮 の様 畢 、反衡 煎

 初 授業 の た めオ リエ ンテ ー シ ョンが あ り、 フィー ドバ ック と合 わせ て教室 内の

活 動 時 間が長 い もの に なった。

 Aク ラ スの学習者 は授業 全体 を通 して興 味深 げに 、積 極的 に活動 。学 習者 同士

協力 し合 って タス クを達成 、 コンピュー タ入 力 も熱 心 に行 った。 「Iknew some new

words associated with my daily life, I can do shopPing by myself. (学習

者b)」 な ど反応 も よかった。

 Bク ラス の 中には長 い説 明 を受 け る段階 で退屈 そ うに してい る学習者 もいたが 、

実 際 にタス クを行 う段階 で はむ しろ不安 げ に苦 労す る場面 も見 られ た。 コ ン ピュ

ー タ入力 は不慣れ で あ った
。 これ らの状況 によ り反応 は 「It was a bit confusing

and I didn'tquite understand the purpose of this class.(学 習 者e)」 と

厳 しい もの だ った。

2詳 細は門脇(2004)を 参照。
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4.窒 松本街歩 審

4.豊.1 鍵i施肉容

 大学前バス停か ら松本駅前バスター ミナルへ行き、そこか ら全員同一 コース(バ

スター ミナル→市中央公民館→人形町→ 中町商店街 ・蔵 シック館→縄手通 り→ 四

柱神社)を 徒歩で見学、昼食時解散 とした。途 中、バスター ミナル と中町商店街

において各 自にタスクシー トを配布 した。内容 はAク ラス学習者には 「信州大学

へ行 くバスは何番線 か」「～店の食器はい くらか」など身近なタスクを与え、Bク

ラス学習者 には 「間違 えて買って しまった高速バスのチケ ッ トをキャンセル、新

しく買いなおす」 「商店街 で売っている家具の製造方法を店 の人に聞 く」な どA

クラスに比べて難 しいタスクを与えた。 フィー ドバ ックとしては次の時間に作文

を書かせた。

4.藷.蹉 学習巻の様畢 、反省煎

 Aク ラスの教科書進度を考慮 し、教師が計画 したコースを学習者が教師につい

て回るとい う形であったた め、この段階では学習者の 自主性を促すまでには至 ら

なかった。 しか し、教室外の活動であったため学習者にとって新鮮な学習になっ

た点、特に来 日して問もない学習者にとっては 日常生活のフォローア ップにつな

がった点で効果があった といえる。「街の人に道 を聞いた。いい経験ができたと思

います。(学 習者a)」 、「Itwas nice, but the tasks were not very clearlychosen.

(学習者e)」 とい う反応があった。

4.3 田本文化体験

4.3.1 異施肉容

 導入授業 として茶道 に関す るビデオを視聴、その後2コ マに分けて書道 、邦楽、

茶道 の3つ の 日本文化 を体験学習 した。書道では人数分の書道道具 を用意、教師

と教育実習生が書道道具の名称 ・使い方 ・姿勢などを簡単に説明 し、各 自好 きな

言葉を書かせた。邦楽では琴を使 って教師が簡 単に 「さくら」をモデル演奏 し、

演奏道具 ・弾き方 ・姿勢を説明、実際に触れて練習 させた。琴は2面 のみの用意

だったが、学習者が交替で練習 し、数名 は 「さくら」 を最後まで演奏できるほど

に至った。さらに、茶道では学外か ら先生3をお招 きし、茶 ・道具を見て、説明を

受 けた うえで、お点前を見なが らお茶 とお菓子をいただいた。 ここでは学習者数

名がお茶 を点てる作業を体験。 フィー ドバ ックは琴 と茶道、それぞれ学習者 を写

した ビデオ を見て感想 を話 し合った。

4.3.蹉 学習奮の様畢、反省点

3矢 沢直子先生。松本市在住。
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 これ らの体験学習はほぼ全員に好評だったよ うだ。「教室外活動 にあま り積極

的でないBク ラスの学生も熱心に参加 した。学習者eは 学部で行われている正規

の授業で も書道 を勉強 したい と申し出てきた。Aク ラスの学生も熱心であった。

学習者cは 書道では何枚 も気に入 った言葉を書き、終了後、作品をカメラに収め

るなどしていた。学習者が受け身の授業ではあるが、 日本文化 を知 るうえで貴重

な体験学習であった と思われる。

4.轟 r薦本人 と話そう』

轟.轟.唱 糞施 肉容

 人文学部 日本語教育学専攻の 日本人学生13名 の協力 をいただき、本授業に参加

してもらった。 この時間は本来のAク ラスとBク ラスとに分 けて実施、 日本人学

生にもそれぞれ分かれて参加 してもらった。

 準備 として、Aク ラスは自己紹介、学習者が住んでいた街や学習者の好きな物

を紹介す ることとし、日本人学生にも同様 の紹介話を してもらうよ う事前 に依頼、

それについて 日本人 と話をす ることとした。 日本人 に対する聞き返 しの練習、好

きな物の実物があればそれ を用意、また、出身地や好きな物について 口頭で話が

出来るよ うに作文 を書いた。居合わせた教育実習生に 日本人学生役 をお願い して

シミュレー ションも行 った。

 当 日は、学習者1名 と日本人学生2名 が向き合 う形で座 り、 日本人学生から紹

介を始 め、学習者 は 日本人学生に対する質問をして、次に役割を交替す る方法を

取った。25分 ～30分 で 日本人学生が席を移動 していき、全員が対面す るまで回っ

た。フィー ドバ ック としては当 日のビデオを見ながら日本人の発話 について確認、

作文を書いてま とめさせた。

 Bク ラスは教師 の司会でデ ィスカッションを行 った。テーマは学習者の話 し合

いから 「日本人の大学生活」「将来の夢」に絞った。準備 では討論 のマナーや表現、

聞き返 しの練習を中心にしたほか、各自興味のあるテーマに関連す る話題を本や

インターネ ットか ら集 め、学習者 自身の意見 と予測 される 日本人の答 えとを 日本

語でま とめた。当 日は 日本人学生、学習者双方か ら白熱 した意見が出て時間を超

えての話 し合いになった。 フィー ドバ ックは教師 と教育実習生が一緒 に当 日のデ

ィスカ ッシ ョンを録音 し、学習者の発話部分を文字化 して発話の間違いを指摘 し

た。

4.4.窪 学習轡の様畢.贋 雀点

 現状の 日常生活 ではあま り接す ることができない、 日本人学生 と話 をす る機会

が得 られ 、両クラス学習者 に とって大きな成果が得 られたと思われる。

 Aク ラスの学習者 は、この時点でまだ 『みんなのβ本語1』 で 「普通形」を勉

強 したばか りの段階であったが、既習の 日本語 を駆使 してかな りの意思疎通を図
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れた と思われる。生の 日本語に接す ることで、学習 した言葉が どのよ うに活用で

きるか、学習者 自身が知る機 会であったように思 う。ふだん控 えめな学習者bも

かな りの喜びを表 した。

 Bク ラスはディスカ ッシ ョン とい うには至 らず、雑談に近い形になって しまっ

た点が反省すべき ところである。学習者が 日本人学生に聞きたい質問が多 く出 さ

れたため、学習者の意向を優 先 した話 し合いに した結果であった。教師の司会が

不要領 なこともあって所要時間を大幅に超 えて しまったが、学習者は充実 した時

間を持てた様子だった。学習者gは 主教材等の授業で意欲を見せ ることが少ない

が、テーマ設定の段 階か らフィー ドバックに至るまで常に積極的に学習、当 日も

「直接話す ことは大事」で 「日本人に対す る認識が変わった」 としていた。学習

者fも 当 日は積極的に 日本人に質問 していた。 なお、学習者eは 学会のため欠席

したが、参加できなかった ことを残念がっていた。 さらに 日本人学生か らも 「楽

しかった」「なかなか外国人 と話す機会がないので 日本語 を使って分かってもらお

うとした経験が持ててよかった」「相手の国、文化を本当に知 らないことに気づい

た」な どの有意義な意見をいただけた。

 フィー ドバ ックではBク ラスのデ ィスカッションについて細かい 日本語の誤 り

も指摘 した。学習者gは このフィー ドバ ックが とても効果的だったと授業後に申

し出て くれた。

轟.驕 r蛍祭 り」晃学

轟.5.1 翼施肉審

 授業時間内には行 事の下調 べのみ行い、祭 りへの参加は 自由 とした。 これは祭

りの開始時間が午後6時 半 と遅 く、離れた場所へ交通機関を利用 して行かなけれ

ばな らなかったため、家庭や研究室の事情により学習者の参加が見込めないので

はないか と考えた ことによる。

 下調べは以下の要領で行ったが、「4.4」 までの活動 に比べ学習者 の自主性 に

任せ る活動を増や した。①インフォメーシ ョンギャップを利用 し、Bク ラスの学

習者 にのみ祭 りのパ ンフレッ トを配布、Aク ラスの学習者 に説明 させた、②祭 り

へ行 く目時の決定(都 合上、教師側か らの提案 となった)、 ③Aク ラス学習者には

一律
、「4.4」 で知 り合った 日本人学生を電話で祭 りに誘 うタスク、Bク ラス学

習者 には次のように個別の タスクを与えた。学習者eは 「祭 りの主催者である辰

野町役場 に電話 して詳細を聞 く」、学習者gは 「イ ンターネ ッ トなどか ら祭 りの情

報を入手す る」、学習者fは 「時刻表を見て行き帰 りの電車、交通手段 を調査す る」、

とい う内容である。

 祭 り当 日は松本駅前に午後4時40分 に集合、電車で辰野町まで行き、現地では

自由行動 を取った。引き揚げは午後10時 ごろとな り、電車で松本まで帰 ったのち
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別々に帰宅 した。 フィー ドバ ックは とくに行わなかった。

轟.騒.盤 学習慧の様畢、贋省点

 自由参加であったが、蛍を見た ことがないこと、祭 りに参加す る経験 も貴重だ

ったことか ら大多数の学習者が参加 に積極的な姿勢を見せた。誘いの電話 をかけ

た時点では 日本人学生の参加が得 られず、学習者 が落胆 していたが、当 日は3名

の 日本人学生(人 文学部2名 、経済学部1名)も 参加 してくれ、電車内な どでの

彼 らとの交流 も、学習者 にとって有意義な時間 となった。

轟. 6 お しやぺ リノ《―予イ―

鼻.6.1 鍵施内容

 パーテ ィーの企画か ら準備、実施まで、基本的には学習者の自主性 に任せた。

教師の指示で各 自が招待状 を作成、教師が学習者gに 実行委員長 を依頼(授 業時、

Bク ラス学習者e、fが 欠席であったため)。 実行委員長の司会で企画、役割 を決

定 していき、当 臼の活動も概ね学習者が主体 となって進め られた。パーティーの

進行は、①始めのことば、② 自己紹介、③食べなが ら話す、④歌(日 本語の歌、

学習者dに よるネパールの歌)、 ⑤学習者cの 合気道披露、⑥ゲー ム(質 問ゲー

ム、ハンカチまわ し)、⑦料理 コンテス ト、⑧歌(「蛍 の光」を各国語 で)、⑨終わ

りの ことば、であった。

轟.6.豊 学習奮の様子、贋省魚

 パーテ ィーの役割分担は、実行委員長に学習者gを 定めたほか、司会を学習者

a、余興係 を学習者d、 「始めの ことば」を学習者e、 「終わ りのことば」を学習者

f、会場準備 を学習者cとg、 買い物担当を学習者bとfが それぞれ担 当した。企

画会議 時に欠席 した学習者eが ゲー ムを行 うことに対 して不満を述べた り、学習

者gとfが 当 日、大幅に遅刻 してきた り、などBク ラス学習者による問題は起き

た ものの、Aク ラスの学習者がBク ラスの学習者 をフォローする形で無事終了し

た。

4.7 インタビュー プ醐ジ置ク ト

4.7.1 翼施内容

 この活動はAク ラスのみで行った。Bク ラスはすでに同様のインタ ビュープロ

ジェク トを別の授業時 に行 っていたためである。Bク ラス学習者はこの間は休講、

または通常の授業 を行 った。

 インタビュープ ロジェク ト発表会には沖裕子人文学部教授のご指導 と、教育実

習生、「4.4」 と同 じ人文学部 日本語教育学専攻の 日本人学生の参加協力を得る

ことができた。
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 発表会の準備 として通常の授業時間4日 間をあて、研修 コースにおける全教師

が交替で指導にあたった。まず、各 自 トピックを決め、質問項 目などを盛 り込ん

だ調査票を作 る。次に、調査票をもとに 日本人へのインタビューを教室外で実際

に行 う。その結果 をまとめ、スライ ドをパ ワー ポイ ン トにて作成。 日本語の原稿

で発表のシ ミュレーション。 さらに、発表会当 日の司会 ・挨拶の練習、プログラ

ム作成等 も行った。

 発表 当 日は会場準備等も学習者 を主体に行わせた。委員長 を学習者d、 プ ログ

ラム作成を学習者c、 ビデオ操作を学習者a、 プロジェクター操作を学習者bが 行

った。発表テーマは、学習者a「 女性 の喫煙 について」、学習者b「 アルバイ トの

調査」、学習者c「 お金の使 い方」、学習者d「 アルバイ トについて」。発表会は、

①始めのことば、②学習者a～dの 発表(1人25～30分 、質疑応答 を含む)、③終

わ りのことば、④沖教授、留学生センター教師4名 、出席の 日本人学生か らのコ

メン ト、の順で行われた。 フィー ドバ ックは発表時の ビデオを見なが ら反省点を

述べ合 った。

4.7.豊 学習肴の様子 、反省点

 準備段階で非常に熱心に取 り組んだ結果、前 日までにほぼ全員がスライ ド、 日

本語原稿の作成 、シミュレーションを終えた。発表 当日、 日本人学生の参加が多

く得 られたことは、学習者のモチベーシ ョンを大いに高めたよ うだ。④における

コメン トは学習者 にとって非常に有用であった と思われ る。

4.縁 暑申晃舞い状の作成

4.総.1 翼施内容

 日本人の夏の儀礼的行事 を学習 してもらうのがね らいだった。学習の流れ とし

ては、①暑中見舞いの説明、②宛名書きの練習、③文章 を作る、④留学生セ ンタ

ー教師、「4,4」 の 日本人学生へ宛てて実際にハガキを書 く、とい う順序で暑中

見舞い状 を作成 してみた。

4.欝.盤 挙習轡の様畢、贋省意

 A、Bク ラス合同で行 う予定であったが、学習者eは 学会出席のため、学習者f

は研究室実験 のため、学習者gは 家庭事情のため、それぞれ欠席。結果 としてA

クラス学習者 のみの授業になって しまった。出席者全員が暑中見舞いを初めて見

た様子だったが、宛名 の漢字を全員一緒に学習す るなど内容的にはすす めやすい

授業 であった。欠席者 には各 自が暑 中見舞いを作成 し、投函す るよう指示 した。
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4.⑭ 文集作成

4.㊤.1 婁施内容

 「4.6」 、「4.7」 同様、学習者主体で作業 を進めることとし、冒頭に 目次

づくりな どの係分担 と文集 タイ トルを決定 した。文集 に掲載す る作文はこれまで

「教室外活動」で書いてきたもの とした。各 自が掲載す る作文を見直 し、修正、

そのあとコンピュー タ入力 した。一方で各 自の分担箇所の作業 も行 った。

4.⑭.豊 学習轡の様畢 、贋轡点

 係分担では学習者cが 率先 して編集長の役 を買って出たので、作業に拍車がか

か り、活気 もでた。その余波で、「表紙デザイン」学習者b、 「はじめに」学習者e、

「終わ りに」学習者f、 「目次」学習者d、 「奥付」学習者a、 と次々に担当が決ま

った。ほ とん どAク ラスの学習者が立候補する形で決定 した。 この後も、Aク ラ

スの学習者は各 自が協力 し合い、編集長 の学習者cが 進行状況 をすべて把握、管

理 して文集作成に至った。Bク ラス学習者 は作業をす るこ とに消極的で、学習者e

が 「(授業を早退 して)自 宅で作業 してもよいか」と申 し出る場面も見 られた。「The

purpose of this activity was not dear to me.(学 習者e)」 とい うの も理 由

の1つ のよ うだ。 なお、学習者gは 留学期間が終了 したため帰国 し、活動に参加

しなかった。

5.「 教叢外活鋤」に対する学習看の評価

 4月18日 か ら9月5日 までにわたる 「教室外活動」授業はのべ19コ マに及ん

だ。この間、「買い物」「街歩 き」か ら 「日本文化体験」「お しゃべ りパーティー」、

その締め括 りとしての 「文集作成」へ と、学習者は半年間、教室外な どで生の 日

本語の世界 に触れてきた。 これ らの体験 をとお して学習者たちが何 を学び取 った

か、また、今期のプロジェク トワークに対 して何 を考えたか、2つ のアンケー ト

を実施 して学習者 の評価 を探 った。

 アンケー トはまず、研修 コース終了時にコース全体に対する感想 などの調査を

行い、次いで、コース終了後1ヵ 月後に 「教室外活動」のみに授業方法改善のた

めの追跡調査 を行 った。4前者 では各授業に対 し 「良かった点」 「悪かった点」を

指摘 して もらい、後者では 「教室外活動で行われた各活動について」「教室外活動

の方法について」「日本人学生の参加 について」「今後、どのよ うな活動が必要か」

を答えて もらった。

4学 習者gは2つ のアンケー ト実施時に既に帰国していたため、回答が得られなかった。また、

追跡アンケートについては学習者fの 回答が得られなかった。
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邪.1 研 鰹 調 一 ス 終 了 時 ア ン ケ ー ト

 Aク ラ ス 学 習 者 の 回 答 は 全 体 的 に 好 評 で あ っ た 。 「内 容 が 豊 富 だ っ た5(学 習 者

a)」 、 「give us more chance to know Japan(学 習 者b)」 、 「lt was good,(学 習

者c)」 。 ま た 、 学 習 者dは 「1.different activities to adapt i捻Japan。

2.Information on Japanese culture.3. Presentation practice,」 と し た う え で 、

コ ー ス 中 最 も 印 象 に 残 っ て い る こ と を 「Talking with Japanese students for the

first time inthe outclass activities.日 本 人 と話 そ う was the memorablefor

me,」 と して い た 。

 一 方 、Bク ラ ス の 学 習 者eは 「Some of the activities were very interesting.

Some of the activities were not so interesting,」 と し、 学 習 者fは 「た く さ

ん の 艮本 文 化 に 体 験 で き た 。 よ か っ た で す 。」 「も っ と 日 本 人 に 会 い た い 。 話 した

い 。」 と 回 答 、 そ れ ぞ れ 一 長 一 短 で あ る こ と を 答 え て く れ た 。

5.露 追 跡 ア ン ケ ー ト

舗.露.1 各 活 鋤 に 対 し て

 5段 階 の 選 択 式 で 回 答 。6

            ※5が最も良い評価、アルファベット小文字は学習者、をそれぞれ表す。

5.窪.盤 r教 蜜外 活動 」 の方法 につ いて

5学 習者aの 回答は中国語を訳 したもの。他の学習者の回答は原文のままである。
6こ れ らの回答の理由は本論4「 学習者の様子、反省点」の中に引用 した。
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 Aク ラ ス の 学 習 者 は 授 業 方 法 に 満 足 し て い た と い え る 。 「こ の 授 業 が とて も 楽 し

か っ た で す 。 方 法 や 企 画 は 良 か っ た で す 。(学 習 者a)」 、 「lt is very good.1'm

satisfied with it,(学 習 者b)」 、 rI think that`Kyoushitsugai Katsudou'was

very interesting and useful for me.(学 習 者c)」 、 rThis class is a very good

way of a(至justing in the environment of new place. It is really very helpful

in learning language effectively,(学 習 者d)」 。

 一 方 、Bク ラ ス で 唯 一 回 答 の 得 られ た 学 習 者eが 「I think that the activities

in this class should be more apPropriate to the student' s age, background,

level. The teaching method could also use adjustment.」 と述 べ て い る 。 概 し

てBク ラ ス の 学 習 者 に と っ て 今 期 の 活 動 内 容 の レ ベ ル が や さ し く 、 物 足 り な い 感

を 与 え て い た こ と は 承 知 し て い た 。あ ら た め て 、学 習 者 一 人 ひ と り の 年 齢 や 経 歴 、

ニ ー ズ を し っ か り 考 慮 に 入 れ た 、 高 度 な カ リキ ュ ラ ム を 作 り 、 吟 味 す る こ と が 必

要 で あ る こ と を 痛 感 す る 。 今 回 は 学 習 者eだ け の 意 見 と は い え 、 こ の 回 答 がAク

ラ ス に 比 べ レベ ル の 高 いBク ラ ス 全 員 の 声 を 反 映 し て い る も の と し て 受 け 止 め た

い 。

罰.盤.3 欝 本 人 学 生 の 審 加 に つ い て

 A、B両 ク ラ ス 学 習 者 に と っ て 、 日本 人 学 生 の 参 加 は 非 常 に 有 用 で あ っ た と 思 わ

れ る 。学 習 者b「It isvery good, the more, the better.」 、学 習 者d「lt was useful.」

の ほ か 、Bク ラ ス の 学 習 者eも 「Sorry, I was at a conference on that occasion,

but I think the idea is very good and should be done more often.」 と 述 べ

て い る な ど 、 授 業 と い う公 式 の 場 で 一 回 で も 多 く 、 学 生 た ち と交 流 す る こ と を 望

ん で い る こ と が 明 ら か に な っ た と 思 わ れ る 。

鰯.盤.4 今 後 、 ど の よ う な 活 動 が 必 要 か

 学 習 者b「Ineed more chance to speak Japanese of daily life, Japanese of

my major.」 、 学 習 者c rl want to study more conversation. Because now I have

some problems in conversation with friends.」 、学 習 者d「Conversation practice,

Speech practice without looking papers, Longer trip」 な ど の 意 見 が あ が っ た 。

今 後 、 研 究 活 動 や 日本 人 と 接 し て い く 上 で も 、 よ り 実 生 活 と 結 び つ い た 日本 語 の

学 習 機 会 を 多 く望 ん で い る こ と が わ か る 。

6.お わ り に

 第8期 「教 室 外 活 動 で 行 わ れ た 授 業 に つ い て プ ロ ジ ェ ク ト ワ ー ク を 中 心 に 振

り 返 っ て き た 。

 今 期 は 学 習 レ ベ ル の 異 な るA、B両 ク ラ ス 合 同 の 授 業 を す す め て き た の で あ る が 、

そ の 経 験 か ら 得 た 特 徴 は 次 の3つ に 要 約 す る こ と が で き る 。
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 第1は 、学習者は両 クラス ともにできるだけ多 く、実際に話 され、使われてい

る生の 日本語に接する機会を求めている、 とい うことである。

 学習者は通常の生活では 「教師である日本人」 とコミュニケー トする機会 しか

持てない。そ こに満 たされぬものを感 じてい る。教室外で多様な 日本語 と接 し、

「意味のや りとりのなめ らかさ」を体得 していくことがプロジェク トワー クの特

徴であることは 「2」 において述べた。学習者はその過程で、 自らの 日本語 の4

技能について どこまで正確になめらかに機能 してい るのかを体感 し、手応 えを知

りたいのである。「教室外活動 はこの要求に応え られ る数少ない機会である。そ

れゆえ、今期 の授業で教育実習生や 日本人学生の参加、協力 を得 られた ことは非

常に有意義であった。事実、比較的学習意欲が希薄 と見えたBク ラスの学習者で

さえ、大勢の 日本人学生の参加 が得 られた 「日本人 と話そ う」の時間を再度設け

てほしい、とい う声 をあげている。また、「蛍祭 り」「お しゃべ りパーテ ィー」「イ

ンタビュープ ロジェク ト」など日本人学生が加わった他の活動についても、その

方法への是非はあった ものの、 日本人学生の参加は非常に好評であった。今後、

これ らの機会は重視 されて よいだろ う。

 第2は 、A、 B両 クラス合同の授業には一長一短がある、 とい うことである。

 初級であるAク ラス学習者 には授業が進むにつれて、よ りレベル の高いBク ラ

ス学習者 の影響を受 けて、 日本語の学習態度を学び、理解 を早め、各 自が自律的

な学習へ と導かれ る収穫があった。反面、よ り高度な学習を望むBク ラス学習者

には、合同授業の内容が初歩的で退屈、と考える様子が見 られた。 これについて

は、授業開始前のニーズ分析が不足 していた こと、各授業活動で与 えたタスクが

十分に練 られていなかった ことに起因す る、 とい う反省がある。

 第3は 、4技 能 の1つ 「書 く」とい う作業について、「作文」 として課題 を与え

るのではなく、あ くまでプ ロジェク トワークの流れの中で 「書 く」作業 をさせ る

工夫が必要である、 とい うことである。

 A、B両 クラスに文集作成の原稿を兼ねる意 味か ら、「街歩き」「ゴールデ ンウィ

ーク」「日本人 と話そ う」な どの課題を与えて、作文を書かせ たが、学習者には意

欲が湧かないよ うに見えた。学習者が書 くことに負担 を感ず ることは 「教室外活

動」本来の 目的か らも逸脱 していることである。作文 とい う形ではな く、その場

で感想 を書かせ る、壁新聞を作 らせる、など文を書 く作業を負担 に思わせない、

なん らかの工夫が必要である。

 「書 く」作業 といえば、今期のカ リキュラムではAク ラスに作文の授業がなか

った ことか ら、学習者には書き方の学習も必要であったよ うで、ア ンケー ト結果

の中で学習者dは 「not enough guidance on how to write good composition.」

と指摘 していた。

 総括 として、当然ではあるが、「教室外活動」の授業内容や方法については何が
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有効であるか、絶えず考 えてい く必要がある。私見では、カ リキュラムに組 み込

んだ体験学習、ビジターセ ッシ ョン、作文 といった単体の学習活動を、どのよ う

に総合的な学習へ と結びつ けていくか問われてお り、その解決が緊急の課題 であ

る、 と考える。

 今後 も、信州大学留学生センターにおいて 「教室外活動」が続 けられ、より良

い授業になることを願 っている。

【付記】

 本授業を行うにあたり、信州大学留学生センター佐藤友則助教授ならびに留学生センター講

師の方々に数々の教えを頂戴いたしました。記して感謝申し上げます。

 また、熱心に実習に取り組み、働いてくださった教育実習生3名 の方々と 「日本人と話そう」

「蛍祭り」「おしゃべりパーティー」「インタビュープロジェクト」に参加、協力してくださっ

た人文学部日本語教育学専攻の学生の皆様方にもお礼申し上げます。

 最後になりますが、本授業で日本人学生の参加、協力を快く承知くださり、この報告書をま

とめる機会を与えてくださった人文学部沖裕子教授に心より感謝申し上げます。
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